
これは、必須条件である。Webコンテンツの作成に利用

するHTMLやXMLを正しく理解し、その規格にのっとらな

いと正確に動作しないことがあるからだ。もちろん、保守

などにも影響が出るのだから、まともなクリエーターには

釈迦に説法である。
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動画やFlashなどのさまざまなプラグインは、それに関

連するアクセシビリティ技術を把握して使うのが望ましい。

だが、これには業界でもかなり議論がある。Javaアプレッ

トなど日本の支援技術では対応できていないものや、新技

術への対応については、おのおので方針を決める必要があ

るだろう。

Webは、正確に構造を記述するべきという原則を定めた

ものである。これがないと、内容を把握して正確に情報を

表示することができにくくなる。構造と表示の分離に関し

ては、次の項目で推奨されているが、この項目で必須にし

てもよかったのではないか、と感じている。

関根千佳＝文

ユーディット 代表取締役
情報のユニバーサルデザイン研究所

WebアクセシビリティJIS

WebアクセシビリティJISは、Webサイト設計の新たなトレンドとして

また社会的責任として、大きな注目を集めている。

規格番号である「JIS X 8341」は「やさしい（8341）」の語呂あわせだとか。

だれにでも「やさしい」「使いやすい」Webサイトの作成基準とは。

平成16年6月にJIS X 8341-3：「高齢者・障害者等配

慮設計指針―情報通信における機器，ソフトウェア及びサ

ービス－第3部：ウェブコンテンツ」が公示されてからとい

うもの、日本中に、Webアクセシビリティのブームがきた

ような印象だ。出版やセミナー、ツールの発表、自治体で

の勉強会などが目白押しである。Webクリエーターのブロ

グ（日記的なWebサイト）の中にも、やはりアクセシビリテ

ィはちゃんと勉強しておこう、という論調が増えている。

よい傾向だ。こういった流れが、日本のWebサイトを徐々

によくしていくのだろう。

それでは、WebアクセシビリティJISの個々の作成基準

を見ていこう。

規格および仕様への準拠

a

開発および制作に関する個別要件

構造および表示スタイル

a

b

開発と制作における個別要件―規格・構造―

b
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表示スタイルは、構造と分離し、スタイルシート（文書構

造の記述）を用いるべし、とほんとうは書きたいところな

のだが、対応できない作成者や、作成ツールの問題などの

課題のため、推奨要件にとどまった。先進的な自治体でも

まだCSS（Cascading Style Sheet：Webページのレ

イアウトを定義する規格）に対応していないところは多い。

今後の課題ではあるが、個人的な意見としては、技術的な

動向からもCSSに移行すべきであると思う。

表は、必要な場合のみ使用する。また、表を使う場合は、

構造を規定するようにとガイドされている。ここではHTML

における要素技術についても、詳しく例示してある。

これはあたりまえのことだと思うのだが、メジャーなオ

ーサリングツールでも自動的にレイアウトのために表を使

用するものもあり、なかなか規制が難しいところである。

音声利用者はタイトルがないと、アドレスが読み上げら

れるだけで、何についてのページなのかわかりにくい。今

は、ブックマークなどの登録を意識してか、Title要素を

付けるようになってはきたが、内容に適したタイトルにな

っていないことも多い。JISの中の事例を紹介する。

【例】HTMLでは、head要素の中にtitle要素を用いてペ

ージ固有の名称を付ける。さらに、マーク付けすることが

望ましい。ただし、ページ固有名称は、同じにならないよ

うにする。同じページ固有名称になりがちなものには、補

足情報を提供してわかりやすくする（右上図参照）。

c

d

e

異なるページ固有名称と補足情報を付けた例

音声ブラウザやキーボードのみによる利用者でなくと

も、フレームが多用されたページは使いにくいものである。

個々のフレームにスクロールバーが付いていたりすると、

それだけで使用する気が失せてしまう。

いわゆる「パンくずリンク」（下図）や、検索結果の一覧を

示す数字などを使って、自分の位置を把握することが容易

になるよう支援することが望ましい。

【例】 Webサイトの構造の中での順路と、現在位置をテ

キストの順序などで表現する、リストなどを提供する。

リストを表示した例（パンくずリンク）

以上、開発と制作における個別要件の、規格および仕様

への準拠と、構造と表示スタイルに関して簡単な解説を行

った。この部分は、アクセシビリティだけではなく、コン

テンツの構造把握のうえでも重要な観点なので、ユーザビ

リティにも大きく影響する。ぜひ制作に当たってはご配慮

いただきたい。
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g


